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研究成果の概要（和文）：中世日本語の漢字表記には、どのような漢字を用いてどのような和訓で読むのかとい
う日本語特有の複雑な問題があり、イエズス会の外国人宣教師が日本語で宗教書を出版する際に大きな課題とな
った。
キリシタン版『落葉集』は常用性を根拠として掲載漢字と和訓を選別した漢字字書である。必要となる漢字字種
を吟味し、常用和訓を定訓として位置づけてキリシタン版の翻訳文献での漢字表記に反映させたことは特筆すべ
きであり、当代の日本側文献との比較でも有効性が確認できる。現代の常用漢字に匹敵する漢字整理として評価
できるが、一つの漢字を一つの和訓で読むことには限界があり、一字多訓の複雑さへの対応は不十分であった。

研究成果の概要（英文）：The kanji notation in medieval Japanese had a complicated problem peculiar 
to Japanese, such as what kind of kanji and Wakun were needed. It became a major issue for Jesuit 
foreign missionaries to publish religious books in Japanese.
The Jesuit Mission Press in Japan "Rakuyoshu" was a Chinese character’s dictionary that selects the
 Kanji and Japanese Kanji readings based on its addictiveness. It is noteworthy that the Kanji and 
Japanese Kanji readings were selected by careful selection based on medieval Japanese, and also it 
can be evaluated as a table of kanji and Kanji reading such as modern "Jouyou-Kanji". Although it 
was an excellent idea to correspond one kanji with one Japanese Kanji reading, but it was 
insufficient to deal with the complexity of Japanese writing system.
The characteristics of such a Japanese language study book are strongly expressed in "Rakuyoshu", 
and it is necessary to position it differently from the genealogy of Japanese old dictionaries.

研究分野： 日本語学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
キリシタン版『落葉集』は日本語の漢字表記の課題を解決するために行った漢字整理の成果を示す漢字字書であ
る。それは中世の日本語表記に対する漢字の選別と常用和訓の整理であり、本研究は漢字字書と文献用例の双方
からその有効性を検証した。
漢字整理の本質的意義は現代日本語の常用漢字にも似通っているが、一字多訓の整理は不完全なものにとどまっ
ている。中世から近世にかけての日本語の一字多訓は複雑な状態であり、整理には限界があったためである。一
方で、文献用例で比較的自由な同訓異表記の整理にはさほど重きを置いていないことは、国語政策としての常用
漢字の意義を再評価するための事例としても注目すべき特徴である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 キリシタン版漢字字書『落葉集』（1598 年刊）はキリシタン語学、即ち外国人宣教師による宣
教のための日本語学習とその知識を活用した日本語表現のための漢字字書であり、同時代の日
本側の漢字字書にみられない多くの特徴を持つ。掲載にあたっては常用性の高い漢字と和訓を
取捨選択しており、一部のキリシタン版国字本の文献用例との強い関連があることが指摘され
てきた。 
しかし、本研究を構想した段階では他のキリシタン版国字本や当代の日本側文献との比較が

十分になされておらず、当代語の実態に即して『落葉集』の漢字と和訓の常用性を検証する必要
があった。また、活字印刷されるキリシタン版ではそれを事前に活字として制作しておく必要が
あった筈で、常用性の高い漢字と和訓の選別は、キリシタン版国字本の印刷事業全体を左右する
キリシタン語学上の重要な課題でもある。その漢字整理の実態を把握することは、当代語の漢字
表記の実態を解明することと共にキリシタン語学の特質を解明するためにも重要な研究課題だ
と思われた。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究は、『落葉集』掲載の漢字と和訓の常用性を当代の日本側文献との比較のもとに検証し、
当代語の漢字表記の実態を解明すると共に、キリシタン版国字本の表記体系の分析を進めるこ
とを目的とする。 
キリシタン版は規範性の高い日本語を用いており、漢字と和訓も取捨選択されると同時に、外

国人宣教師による日本語の運用を念頭にした漢字整理が行われている。この漢字整理は現代日
本語の常用漢字にも匹敵するものだが、常用性の高い漢字の選別だけでなく、一字多訓および同
訓異表記の整理という日本語の漢字表記独特の課題があった。 
日本人による漢字表記の伝統を無自覚的に受け継ぐ文献ではなく、日本語学習者の視点で日

本語を学習して運用することを目的とする漢字整理は、日本側の文献用例の調査と、宣教上に必
要となる表現力の双方に配慮した十分な吟味が行われていたと考えられる。その実態を分析す
ることで、当代日本語の漢字表記の本質的部分が明らかになると同時に、字音と和訓をもつ日本
の漢字表記への適応というキリシタン語学上の問題解決の方法を探ることができる。 
特に、和訓の整理には個々の漢字と密接に結びつく常用性の高い和訓＝定訓の存在が重要に

なるが、『落葉集』では漢字の左右傍訓として他の和訓とは明確に区別されている。複数ある和
訓を日本側文献やキリシタン版の文献用例と比較するだけでなく、定訓として扱われた和訓の
有効性を探ることも、本研究の重要な目的である。 
このことは現代日本語の常用漢字が行う漢字整理と本質的に類似するが、常用漢字に含まれ

る漢字には和訓を持たず字音でしか読まない漢字が多くあるのに反して、『落葉集』では殆どす
べての漢字に最低一つの和訓が当てられている。その和訓には、通常はその漢字の和訓として用
いにくい和訓も相当数含まれたと思われる。つまり、個々の漢字に最もよく結びつく和訓を挙げ
ることは個々の漢字内での和訓の序列を考慮したものだが、その和訓（和語）を常用的にその漢
字で表記することを保証するものではないことが予想される。つまり、ある和語をどの漢字で書
くのかという同訓異表記の問題との間には相当の乖離があってもおかしくない。それを明らか
にすることは、定訓の概念を再検討することにもつながるだろう。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究は、漢字字種と和訓の双方の常用性を当代の文献用例との比較のもとで検証する。 
日本側の文献として、漢文訓読資料『脩華嚴奧旨妄盡還源觀』の漢字と和訓の調査を行った。

同書には寛永 8（1631）年に心蓮院で刊行された古活字版 2 種と、それに基づき慶安 3（1650）
年に野田弥兵衛（京都）が出版した覆刻整版がある。活字版には心蓮院版に関わった顕證による
と思われる片仮名による訓読が記入されており、覆刻整版はそれを反映して片仮名付訓も印刷
してあるが、一部に本文や訓読の相違がある。 
また、キリシタン版国字本との比較を行うため、既に研究のあるキリシタン版『ぎやどぺかど

る』（1599 年刊）の他、すべての後期国字本を対象として悉皆調査を行った。『さるばとるむん
ぢ』（1598 年刊）、『朗詠雑筆』（1600 年刊）、『どちりなきりしたん』（1600 年刊）、『おらしよの
翻訳』（1600 年刊）、『ひですの経』（1611 年刊）、『太平記抜書』（刊行年不明）である。このうち、
『ぎやどぺかどる』『どちりなきりしたん』『おらしよの翻訳』『ひですの経』は翻訳文献なので
漢字表記は『落葉集』の漢字整理を直接反映することが可能だが、『朗詠雑筆』『太平記抜書』は
日本の古典文学に基づくので表記もそれに左右される。また、『ひですの経』の表記は他のキリ
シタン版国字本とは異質である。 
 これとは別に、近世前期のいろは和訓引き韻書『廣益以呂波雑韻刊誤』（いろは韻）（寛文 10
（1670）年刊）の調査も行い、『落葉集』の和訓との比較を行った。 



 
 
４．研究成果 
 日本側の漢文訓読資料である『脩華嚴奧旨妄盡還源觀』では、漢字を和訓で読む場合に和訓全
体を記入した例、送り仮名のみを記入した例、および全く記入しない例がある。記入の方針とし
て、難読和訓はそれだけ手厚く書き込むことが予想されるので、これを 2 点、1 点、0 点で点数
化し、活字本 2 種と整版 1 種の同一箇所毎に集計した。すべての資料に和訓全体が記入されれ
ば 6 点になり、難読和訓であると予想される。結果として、全体として『落葉集』掲載の漢字字
種では不足すること、点数の高い和訓には定訓から外れた和訓が多いことが確認できた。反対に、
点数の低いグループでは定訓への一致が多くみられるので、定訓として安定して読めることを
前提として、訓読の書き込みを省略したと判断できる。そこから、同時代の漢文訓読資料での定
訓の有効性を確認することができた。その成果は、白井純（2020）「『脩華嚴奧旨妄盡還源觀』の
刊行―印刷方法と訓読方針の関係について―」『高山寺経蔵の構成と伝承』高山寺典籍文書綜合
調査団編として発表した。 
 また、キリシタン版国字本の漢字と和訓の実態を調査するためにすべての文献のテキスト化
を進め、あわせて文字画像の切り出しを進めた。そして調査結果をキリシタン版の印刷術から観
察し、従来指摘されているよりも多くも木活字が運用されていたことを指摘した。この木活字の
運用は漢字の不足によって生ずる問題の解決方法として導入されたものだが、『落葉集』の 2,200
字という漢字集合は翻訳文献での漢字の運用をおおむね満たす水準であると共に、日本の古典
文学を再現した『朗詠雑筆』『太平記抜書』で高頻度となる漢字字種の殆どを含んでおり、漢字
集合としてよく吟味されていることを実証的に明らかにした。この成果は、白井純（2020）「キ
リシタン版のタイポグラフィー―活字の制作と運用について―」『北研学刊』18号として発表し
た。 
 キリシタン版国字本の漢字字種は『ぎやどぺかどる』『ひですの経』『朗詠雑筆』『太平記抜書』
で多くその他は少ないが、内容や読者層の違いを反映している。そして、漢字字種が少ない文献
では定訓から外れた読みがみられない。 
 

  7 文献 6 文献 5 文献 4 文献 3 文献 2 文献 1 文献 文献なし 

本・色・小に共通 68 74 198 620 351 209 135 23 

色・小に共通 4 7 6 42 49 54 54 28 

本・色に共通 2 2 5 18 10 5 4   

本・小に共通     1 4 7 8 10 9 

本篇のみ       3 1 4 2 1 

色葉字集のみ     1 1 4 2 5 5 

小玉篇のみ     1 4 8 25 38 34 

国尽のみ       1     4 2 

小計 74 83 212 692 431 307 253 102 

落葉集なし     1 7 55 267 815   

表 1 キリシタン版国字本 7文献での使用状況と『落葉集』での掲載状況（数詞は除く） 
 
 表 1の横軸はキリシタン版国字本での漢字使用の状況で、7文献＝すべての文献に現れた常用
性の高い漢字である。1～2 文献＝出現の少ない漢字、文献なし＝全く現れない漢字は常用性が
低い。縦軸は『落葉集』での掲載の状況で、字音語掲載の「本篇」、和訓いろは引き「色葉字集」、
字音部首引き「小玉篇」の主要 3部（および地名・官職名掲載の「国尽」）での掲載状況で、A：
本色小＝すべての部での掲載の漢字字種であり常用性が高く、各部にしか掲載のない漢字字種
は常用性が低い。つまり、表の左上のグループは常用性が高く、これがリンクしていれば漢字字
書と文献用例の間でのずれが少ないことになる。 
 文献用例の多い常用性の高い漢字は殆ど『落葉集』に掲載されている。反対に、文献用例の少
ない漢字字種、特に 1文献のみ現れた漢字字種（多くは用例 1回のみ）では掲載が少ない。『落
葉集』はキリシタン版国字本の漢字字種に対して十分ではないが、文献用例のない漢字字種は
102 字種に過ぎず、しかもそこには「小玉篇」で掲載のみられる部首字を多く含んでいる。部首
字は部首を代表する漢字字種として常用性を無視して掲載したと思われるので、全体としては
常用性を強く意識した漢字集合となっている。 
 一方、一字多訓については整理が不完全である。「色葉字集」では 1訓字 1,745 字、2訓字 158



字、3訓字 16字、4訓字 2字（多訓字 9.2％）であり、『ぎやどぺかどる』では 1訓字 1,083 字、
2訓字 58字、3訓字 6字、5訓字 2字（多訓字 5.7％）対して十分な多訓字を持つように見える
が、実際にはこれが有効に機能していない。 
 

訓数 組数 『ぎや』当該字種使用なし 
『ぎや』利用和訓 

1 訓 2 訓 3 訓 4 訓 

2 訓字 158 79 67 12   

3 訓字 16 6 5 5   

4 訓字 2   2   

表 2 『落葉集』と『ぎやどぺかどる』の一字多訓の比較 
 
 「色葉字集」で 2訓を持ち 2箇所に掲載される漢字字種のうち、実際に『ぎやどぺかどる』で
も 2訓の両方が現れた漢字字種は 19字種に過ぎず、『ぎやどぺかどる』の一字多訓の実態を充足
し得たとは言いがたい。常用漢字が漢字表記の体系性を念頭に置いたものだとすれば、『落葉集』
の定訓はそれとは異なり、個々の漢字内での和訓の優先性を表したものである。したがって、複
数の和訓が結びつきやすい漢字の序列 2 位の和訓が、もともと和訓と結びつきにくい漢字の序
列 1位の和訓よりも、漢字表記の実態としてはよく用いられることは不自然なことではない。そ
うした和訓の一部は、和雲いろは引きの『落葉集』「色葉字集」では一つの漢字を複数箇所に掲
載することで対応しているが、文献用例の一字多訓の実態を十分に反映するものにはなってい
ない。以上の成果は、白井純（2022）「キリシタン版『落葉集』所収漢字と和訓の常用性」『訓点
語と訓点資料』148 輯、および、白井純（2021）「辞書と文献の比較に基づく定訓論の再検討―キ
リシタン版『落葉集』と『ぎやどぺかどる』を中心として―」『日本語文字論の挑戦』加藤重広・
岡墻裕剛編（勉誠出版）として発表した。 
 
 『落葉集』の掲載漢字は、常用性の高い漢字を殆ど含み、常用性の低い漢字の掲載には消極的
である。漢字集合としてみた場合、よく吟味されたと言ってよいだろう。しかし『落葉集』の漢
字整理の具体的実現である『ぎやどぺかどる』においてすら、一字多訓の実態を十分に反映した
ものとはなっていない。このことは、日本の古典文学の表記をある程度再現したキリシタン版
『太平記抜書』や当代の日本側の漢文訓読資料『脩華嚴奧旨妄盡還源觀』ではより顕著になり、
『落葉集』の定訓から外れた運用が多くみられる。 
 

 漢字字種 定訓の有効性 一字多訓への対応 

ぎやどぺかどる おおむね十分 有効 不足 

太平記抜書 不足 有効 不足 

脩華嚴奧旨妄盡還源觀 不足 有効 不足 

 
 2,200 字に満たない漢字字種は、漢語を多く含む文献での必要性に対して明らかに不足してい
る。成熟した漢字仮名交じり文である『ぎやどぺかどる』の漢字字種が少ないのは、翻訳文献で
の表記をあらかじめ吟味して『落葉集』の漢字集合を編集したということに尽きる。但し、『落
葉集』に掲載した漢字の殆どはキリシタン版国字本で実際に使用されており、漢字制限としてみ
れば無駄がない。 
一方、定訓はここで検討した文献では安定して有効性が確認できた。このことは、本研究の結

論として重要である。但し、一字多訓については、『落葉集』の定訓をよく反映した翻訳文献『ぎ
やどぺかどる』ですら必要を満たしていない。ここには一字多訓の複雑さと量的な問題が現れた
ものとみられるが、キリシタン語学の漢字整理の限界ということにもなるだろう。結果として、
『落葉集』は当代日本語の漢字表記の実態に対して、漢字字種と一字多訓への対応が量的に不足
しているが、掲載する漢字と定訓の増加は日本語の学習および漢字字書の使用を難しくしてし
まう。そうしたコストを低減した学習用漢字字書としての設計自体は優れた見識に基づいてお
り、十分な成果を挙げていたとみて良いだろう。 
キリシタン版の活字印刷術としても、漢字字種を少なくすることにはコスト的なメリットが

ある。基盤となる常用性の高い漢字字種を金属活字で製作しておき、文献毎に不足した漢字字種
を即席の木活字で対応するという印刷術が実践されたということである。このことは事前の準
備不足というより、金属活字を制作するコストの増大を避ける現実的対応だったと考えられる。 
 

 なお、本研究の実施期間中に、ブラジル国立図書館で現存が確認できる 4冊目のキリシタン版
『日穂辞書』の存在を新たに確認した。同書には『落葉集』の定訓を利用したローマ字表記への
訓釈がみられ、『落葉集』の定訓の特徴を分析するための重要資料でもある。これに関連した成



果として、エリザタシロ・白井純編（2020）『リオ・デ・ジャネイロ国立図書館蔵日葡辞書』
八木書店を刊行したほか、同資料発見の経緯について、白井純（2019）「新出キリシタン版・
リオ本『日葡辞書』について」『國學院雑誌』120-3 号、SHIRAI Jun (2022), Background 
and significance of the copy of the Vocabulario discovered in Rio de Janeiro, Brazil, 
Múltiplas Faces de Pesquisa Japonesa Internacional: Integralização e Convergência, 
Yūki Mukai, Kimiko Uchigasaki Pinheiro, Kaoru Tanaka de Lira, Marcus Tanaka de 
Lira, Yuko Takano, ed.:Pontes Editores を発表した。 
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